
田
山
中
学
校
閉
校

　
田
山
中
学
校
の
閉
校
式
は
３
月
24
日
、

田
山
小
学
校
体
育
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

式
典
に
は
、
卒
業
生
や
関
係
者
ら
約

２
３
０
人
が
出
席
し
、
地
域
と
共
に
歩
み

続
け
た
同
校
の
閉
校
を
惜
し
み
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
全
校
生
徒
23
人
が
学
び
舎や

で
あ
る
田
山
中
学
校
の
歴
史
を
振
り
返

り
、
親
子
で
同
じ
学
校
を
卒
業
し
た
こ
と

に
、
感
慨
に
ふ
け
る
場
面
な
ど
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
式
典
終
盤
に
は
、
出
席
者
全
員

で
校
歌
を
斉
唱
。
佐
藤
雄ゆ
う
し
ん心
校
長
か
ら
田

村
市
長
へ
と
校
旗
が
返
納
さ
れ
、
六
十
六

年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　

式
典
後
は
、
田
山
中
学
校
校
門
付
近

で
、
記
念
碑
の
除
幕
と
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

の
埋
設
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
碑
に
は
「
誇

り
と
伝
統　

永
遠
に
輝
け　

田
山
魂
」と

　
田
山
中
学
校
は
、
昭
和
22
年
に
創
立
。

現
在
の
校
舎
に
は
、昭
和
40
年
に
移
転
し
、

こ
れ
ま
で
六
十
六
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き

ま
し
た
。校
訓
は
、「
進
取
・
友
愛
・
克
己
」

で
、
そ
の
中
の「
友
愛
」が
表
す
と
お
り
、

福
祉
活
動
が
活
発
な
学
校
で
し
た
。
り
ん

ど
う
苑
の
訪
問
や
ふ
れ
あ
い
弁
当
の
配
達

な
ど
を
長
年
続
け
て
い
て
、
平
成
24
年
９

月
に
は
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
を
受
賞
す

る
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
キ
ー
競
技
の
成
績
は
全
国
に

名
を
残
す
だ
け
で
は
な
く
、
卒
業
生
と

し
て
ア
ル
ベ
ー
ル
ビ
ル
冬
季
五
輪
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
複
合
団
体
金
メ
ダ
リ
ス
ト
の
三

ケ
田
礼
一
氏
を
輩
出
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
に
も
力
を
注
い
で
き
た
学
校
で
し
た
。

こ
れ
ま
で
、
４
７
１
５
人
の
卒
業
生
を
送

り
出
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
25
年
４
月
か
ら
は
、
安
代
中
学
校

に
統
合
と
な
り
ま
す
。

昭和２２年４月

昭和25年12月

昭和２７年４月

　　　　10月

昭和28年３月

昭和31年10月

昭和38年４月

昭和40年３月

昭和41年３月

昭和52年９月

昭和53年１月

昭和63年１１月

平成元年１１月

平成８年10月

平成９年３月

　　　　９月

平成１１年１１月

平成１７年９月

平成24年９月

平成25年３月

学制改革により、田山村

立田山中学校を創立。田

山小学校に併設し、舘市、

花輪鉱山に分教室を設置

旧校舎が落成

舘市、花輪鉱山両分教室

を廃止、独立校となる。

校歌を披露

２７年度卒業生が校旗を寄

贈

荒沢村、田山村の合併に

より、安代町立田山中学

校と改称

田山、舘市、花輪鉱山の

各中学校を廃止。３校統

合による安代町立田山中

学校を設置

統合田山中学校新校舎に

移転

袰部分校を廃止

校旗更新

創立30周年記念式典なら

びに祝賀会を開催

校舎の大規模改修が完了

体育館の改築工事が完了

社会福祉功労県知事賞を

受賞

教育目標を改定。校訓「進

取・友愛・克己」を制定

創立５０周年記念式典、祝

賀会およびモニュメント

除幕式を開催

福祉教育推進厚生大臣感

謝状を受賞

西根町、松尾村、安代町

が合併し、八幡平市立田

山中学校と改称

ボランティア功労者に対

する厚生労働大臣表彰を

受賞

田山中学校閉校

地域と共に歩み
支え合った66年に
感謝し歴史を閉じる

田
山
中
学
校
　
校
歌作

詞
・
高
橋
九
一

作
曲
・
小
山
亮
子

一
、
久
遠
の
神
秘
　
秘
め
も
ち
て

　
　
巍
然
と
そ
び
ゆ
る
　
矢
神
岳

　
　
麓
に
映
ゆ
る
　
学
び
舎
に

　
　
自
由
の
鐘
は
　
こ
だ
ま
す
る

　
　
あ
あ
田
山
中
学
　
我
等
が
母
校

二
、
智
徳
の
谷
は
　
深
く
と
も

　
　
千
里
の
峰
は
　
高
く
と
も

　
　
あ
こ
が
れ
集
う
　
若
人
を

　
　
彼
岸
に
渡
す
　
虹
の
橋

　
　
あ
あ
田
山
中
学
　
我
等
が
母
校

三
、
春
秋
色
は
　
移
れ
ど
も

　
　
変
ら
ぬ
永
遠
の
　
愛
の
道

　
　
明
る
き
庭
に
　
手
を
と
り
て

　
　
清
め
ん
友
よ
　
善
と
美
を

　
　
あ
あ
田
山
中
学
　
我
等
が
母
校

刻
ま
れ
て
い
て
、
そ
の
脇
に
手
紙
や
文
集

な
ど
を
収
め
た
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
が
埋
め

ら
れ
ま
し
た
。
カ
プ
セ
ル
は
、
９
年
後
の

２
０
２
２
年
８
月
に
開
封
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
後
、
新
安
比
温
泉
静
流
閣
で
思
い

出
を
語
る
会
が
開
か
れ
、
こ
れ
ま
で
学
校

の
発
展
に
貢
献
し
た
功
労
者
ら
16
人
に
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

これまでの歩み

全校生徒23人が気持ちを込めて
「仰げば尊し」を合唱しました

タイムカプセルが埋められました

テーブルマナー
教室が開かれて
いました
（年代不明）

今も昔も運動会は
盛り上がります
（昭和58 年）
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